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清松総合鉄工
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防
災
協
定
締
結
な
ど
９
項
目

地元校区が初めて実施した防災避難 訓練
での同社社 屋屋上の様子 （18年）

大

分
県
北
部
の
Ｈ

グ
レ

ー
ド
鉄
骨
フ
ァ

ブ
リ

ケ
ー
タ
ー
、
清
松
総
合

鉄
工
（
本

社
＝
宇
佐
市
、
清
松
芳
夫
社
長
）
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
（

持
続
可
能
な
開
発
巨
標
）
の

1
7の

ゴ
ー
ル
の
内
、
９
項

目
に
対
し
て
す
で
に
取
り
組
む
な

ど
積
極
的
に

推
進

し
て
い
る

。
大
企
業
に
対
し
て

中
小
企
業
は
株
主
か
ら
の
圧
力
が
少
な
い
な
ど

先
送
り
に
し

が
ち
な
課
題
だ
が
、「
積
極
的
に

取
り

組
む
こ
と
で
最
終
的
に
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い

る
」（
清
松
社
長
）
と
話
し

、
今
後
も
推
進
す

る
考
え
を
示
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
電
力
も
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。
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
分

A

同
社
は
社
是
を
「
世
の

た
め
／
人
の
た
め
／
そ
し

て

自
己
の
た
め
に
」
と
掲

げ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
へ
の
取
り

組
み
意
欲
も
旺
盛
。
同
社

で
は
①
貧
困
を
な
く
そ
う

j
jil!l]ﾉ

111tﾚlj

|
弓 蛍 ＼

万

f
j
jヒ ＼

互
光
ス
テ
ィ
ー
ル
は
自

て
い
る

。
良
い
意
味
で

の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も

あ
り
、
身

動

車
関

連

、
建

設

機
械

向

け

な
ど

の

部

品
加

工

を

手

掛

け
る

が

、
切
断

や

複

雑

な

切

削
加

工

は
外

注

し
て

い
た

。レ

ー

ザ
ー

切
断

機

。

マ

シ
ニ

ン

グ
セ

ン

タ

ー

を

保

有
す

る

安

芸
メ

タ
ル

エ

業
と

の

相

互
取

引
で

加
工

の

短
納

期

化

を
図

り

、

納

手

中

心

の

全

国

イ

ベ

ン

ト

「
全
国

青

年

大

会
議

」

が

開

④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に

⑦
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
み

ん
な
に
そ
し
て

ク
リ

ー
ン

に

⑧
働
き
が
い

も
経
済
成

長
も

⑨
産
業
と
技
術
革
新

の

基
盤
を
つ
く
ろ
う

⑩
人

大
分
大
学
教
育
学
部
付
属
中
学
校

で
の
特
別
授
業
の
様
子
（
2
0年
）

や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ

う
⑨
住
み

続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り

を
⑩
気
候
変
動

に
具
体
的
な
対
策
を
⑤
パ

ー
ト
ナ

ー
シ
ッ

プ
で

目
標

を
達
成
し
よ
う
1
1
9

項

目
に
取
り

組
む

。

具
体
的
に
は
2
0
1
7

子
会
社
化
し
た
互
光
ス
テ
ィ
ー
ル

期
の
関
係
で
こ
れ
ま
で
対

応
で
き
て
い
な
か
っ
た
仕

点
を

掲
げ
る
。
金
属
リ
サ
イ

ク
ル
業
界
内
部
で

の
連
携
強

事
の
受
注
に

努
め
る
。

新
規
取
引

先
の
開
拓
を

目
的
に

、
８

月
か
ら

新
た

な
事
業

展
開

を
図
る

。
安

芸
メ
タ
ル

エ

業
は
関
西
地

区
に

営
業
所

を

開

設

す

る
。
こ
れ
ま

で

広
島
県
、

岡
山
県

が
中

心
だ

っ
た
営

業
エ
リ
ア
を
関
西
圏
ま
で

広
げ
る

。

若
手
社

員
な
ど
約
3
0人
が
参

加
す
る
。
初
年
度
は
発
足
式

年

に

完

成

し

た

社

屋

屋

上

を

津

波

時

の

一

時

避

難

所

と

し

て

地

域

住

民

な

ど

に

開

放

す

る

防

災

協

定

を

宇

佐

市

と

締

結

し

、

防

災

訓

。
練

を

実

施

（

⑨

と

⑩

に

該

当

）
。
昨

年

に

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

影

響

を

受

け

た

地

域

中

小

飲

食

事

業
者
を
支
援
す
る
た

め
商

品
券
発
行
な
ど
の
支

援
ス

キ
ー
ム
を
構
築
（

①
）示

中
学
校
な
ど
で

定
期
的
に

開
催
す
る
特
別

授
業
や
工

業
高
校
へ
の
溶
接
棒
の
寄

贈
（
④
）
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
従
業
員
満
足
度
の
重

互

光
ス
テ

ィ

ー
ル

で

は

広

島

地
区
で

非

鉄
材

料

の

販

売

事
業

を

始

め
る

。
銅

・

黄

銅

・
ア
ル

ミ

の

板

厚

Ｏ

・
0
1
丿

肩
か

ら

３

、、ｒ

肩

ま

で

の

薄

板

を

在

庫

す

る

。
ま

ず
は

安

芸
メ

タ
ル

エ

業

向
け

、

徐
々

に

金

属

加

工

業
者

向
け

へ

と

販

路

を

拡
大

し

、
同

時
に

加

工

の

仕

事
も

獲

得
し

て

い

く

狙
い

。

互

光
ス
テ

ィ

ー
ル

は

後

継

者

が
不

在
だ

っ
た

こ

と

か

ら

、
金

融

機
関

を

通

じ

て

事

業
の

譲

渡
先

を

探
し

て

い

た

。
安
芸

メ

タ
ル

エ

業

は

車
で

約
2
0
分

の

場

所

に

位
置

し
て

お

り

、
ス
テ

ン

レ

ス

鋼

の
販

売
先

で

も

あ

っ
た

。
事
業

分

野

、
得

視

や

全

国
2
0
万

人

の

学
生

が
憧

れ

る
社

長
5
0
天

を

選

ぶ

り
Ｉ

ダ
ー

ズ

ー
ア

ワ

ー

ド
2
0
2
1

で

の
ト

ッ

プ

評

価

（

⑧
）
、
外

国

人
技

能

実

習

生
の

受

け

入

れ
（

⑩

と

⑤

）

な
ど

を

通
し
て

、

現

在
は

９

項

目
で

取

り

組

み

を

推

進

。

こ

の

ほ

か

、Ｃ

Ｓ
Ｒ
（

企

業

の

社

会
的

責

任

）
は
「
企

業

が
経

済

・

環

境

・
社

会

な

ど
の

幅

広

い

分
野

に

お

け

る

責
任

を

果
た

す
こ

と

で

企
業

自

身

の

持

続
的

な

発

展
を

目

指

す
取

り

組

み

で

あ
る

」
と
の

考

え

か
ら

、

今

年
２

月

か

ら

電
力

使

用

量
の

約

半

分

を

バ
イ

オ

マ

ス

発
電

を

手

掛
け

る

エ
フ

オ
ン

の
１

０

０

％

再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ

ー
に

切

り

替

え

た

（

⑦
に

該

当
）
。
電

力

コ

ス

ト

は
6
0
に
7
0
％

上

昇

す
る

が

、「
環

境
に

配

慮
し

た

経
営

に

取
り

組
み

地

域

社

会
か

ら
よ

り

信
頼

さ

れ

る

企

業

を

目

指

す
」（

同

）

と

す
る

。同

社

に

限
ら

ず

、

近

年
は

若

年

層

を
中

心
に

環

境
や

社

会

貢
献

へ

の

意

識
や

関

心

は

高
く

、
新

規

入

職

希

望

者

な
ど

へ

の
ア

ピ

ー
ル

に

も
つ

な

け

た
い

考

え

。

ま

た

、

地
域

貢

献

の

Ｉ

〔
Ｊｔ
ｌ

〕

「
熱

意

と

誠

意

を
持

っ
て

仕
事

を

し
た

い

」

と

話

す

の

は

エ

ム

エ

ム

建

材
中

国

支

社

棒
鋼

・

土

木

建

材

部
の

佐

藤

高

広

部

長

。

若
い

時
分

、
仕

事

に

行

き

詰

ま

っ
た

際

に

会

社

の

先

輩
か

ら

「

熱
意

を

持

っ
て

臨

み

、

誠

意

を
持

っ
て

対

応

す

る

」
こ

と

の

大

切

さ

を

教

わ

っ
た

。
以

来

、
事

あ

る

ご
と

に

思
い

返

す
言

葉

だ

と

い

い

、「

自
ら

の

経

験

と

共

に

若

い

世
代

へ
と

伝

え
て

い

き

た

い

」
と

語
る

。

▽
・：
特

約

店
で

の

鋼

材

・

加

工

品

な
ど

の

営

業

を

振
り

出

し

に

、

鉄

骨
や

鉄

筋

、

重

蜀

４ １･･

環

と
し

て

毎

年

、

本
社

社

屋

と

第

５

工

場

が

あ

る

「

尾
永

井

地

区

」

へ
寄

付

金

を
贈

呈

。
今

年

は
新

型

コ

ロ
ナ

ウ

イ
ル

ス

禍
で

祭

り

や

イ

ベ
ン

ト

な

ど
の

取

り

組
み

が
全
て

中

止
と

な

熱意と誠意を持って仕事
量
土
木
な
ど
建

心

で
き
た
。
２
０
ｎ

タ
ル
ワ
ン

建
材

ム
建
材
）
設
立

関

し
て

土
木
を
担

皿

木
建
材
部
長
、

に

ム
建
材
第
二
営

｝

建
材
部
長
、
1
6
祐

棒
鋼
・
土
木
建

扮

年
４

月
か
ら
現

皿

▽
：
恵

い

出

は
、
生
ま
れ
育

－

品
川

区
で
の
港

磁

台
後
半
で
Ｉ
エ

寸

模
の

現
場
を
複

Ｅ

半
年
ほ
ど
ミ
ル

ジ

き
来
し
た

。
対

自

余
裕
が
な
い
中

哨

方
々

と
一
体
に

か

遂
げ
た
。
学
ん

ダ

と
、
そ
し
て

現

但

ら
の

感
謝
の
言

笹

く
刻
圭
れ
て
い

Å

の
感
覚
を
忘
れ

か

喜
ん
で

も

ら

え

と
、
心
が
け
て

い

り
返

る
。

り

寄
付
金
が
集
ま
ら
ず
、

厳
し
い
運
営
に

直
面
し
て

い

る
状
況
か
ら
新
た
に

第

１
－

４
工
場
を
置
く
「
駅

通
り
地
区
」
も
加
え
、
先

月
2
5日
に
贈
呈
式
を
実
施

し

た
。

タ
ダ
ノ
、
ク
レ
ー
ン
拡
充

２
ウ
イ
ン
チ
、
狭
所
で
作
業
可
能

建
設

ク
レ

ー
ン

大

手
の

タ

ダ
ノ
（
本

社
＝

高
松

市

、

&

’
j
=

ｉ
：；

氏

家
俊

明

社

長

）
は

１

日

、

ラ

フ

テ

レ

ー

ン

ク
レ

ー
ン

）

の

新

型

モ

デ

ル

を

発

売

し

た

。

現

行

シ

リ

ー

ズ

「

Ｃ

Ｒ

Ｅ

Ｖ

Ｏ

（

ク

レ

ヴ

ォ

）

Ｇ

４

」

の

最

小

ク

ラ

ス

に

「

２

ウ

イ

ン

チ

仕

様

」

の

「

Ｇ

Ｒ

－

１

３

０

Ｎ

Ｌ

／

Ｎ

（

２

Ｗ

）
」

を

追

加

。

標

準

価

格

は
2
9
5
0

万

円

（

税

別

）

で

、

年

間

１

２

０

台

の

販

売

を

見

込

む

。

2
0
1
7

年
1
2

月

に

発

売

し

た

Ｃ

Ｒ

Ｅ

Ｖ

Ｏ

ｍ

・
ｌ

ｎ

ｌ

Ｇ

４

の

「

Ｉ

ウ

イ

ン

Ｉ

」
Ｌ
｛

’Ｋ

一

１

１
１
．
ｒ
 
Ｎ

／
 

１ｒ
ｔ
ｍ
ｉＤ

易9?
東

九州
‘沖縄

Ｇ

Ｓ
目
標

る
。新ljコンkロー弓－-

安

（
佃

）
皿

9
Ｃ
６

１ｅ
ｃ
）Ｃ
!
Ｓ

＆

９

１
ａ
ｏ
ｘ

！

口

。
Ｑ

（
廿
２

冪

）
榛
ａ

ｓ

目
ｉ

ｌ

-●§

縮
｜

｜

１

戦

鰯

H

05ｮ斌HI

･ll

｜
｜

●77●
i 蓼
?1

一 一 一 lllr

111
屈
謡

ヨ

ぼ
詰
胆
堅
鳳
咽
四
脈
皿
６
『

口
廿
馮
鸞
眼

ｔ
ｇ
ｘ

＆
'
９
ｘ

ａ

９
４

ａ
‐
９
８

Ｘ

Ｖ
ｊ

０
９

＆
＆

．９
ｘ

ａ

９
４

ａ
‐
９
８
 
１
３

１

咀

ｉ

ｌ

Ｔ

＆

ｓ

８

ｓ

ｌ
ｇ

ｍ

縮

ｌ

ｌ

ｘ
ｒ
 
ｓ

ｇ

ｘ

６
ｘ

ｏ
ｘ

ｏ
ｘ
(
ｅ

Ｅ

＆
＆
)
９
０
 
ｘ
ｖ

ｊ

９

ｔ
０
０
ｘ
(
ｅ

ｅ

＆
＆
)
９
０

‾１
３

１

９

ｔ
‐

Ｓ

Ｉ

’
圖

荊

屁

凶

回

転

雁

収

μ

柊

吻

昶

９
８

１
８
(
９
９

９
９

）
の
０

×

Ｖ

ｊ

Ｑ
)
Ｏ

＆
Ｚ
９
(
９
９

９
９

）
の
Ｏ

Ｊ

山

卜

寸

Ｔ

Ｑ

Ｔ

［

Ξ

Ｉ

Ｘ

￥
[
ｂ
ｇ

ｉ

ｌ
 

ｉ
ｔ
４

Ｓ

Ｓ

邸

巨

簾

概

幽
　

睡

収

翻

あ
圖
ｌ
　
　
　
（

こ


	page1

